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尚

本
年
は
乙
き
の
と

巳み

で
「
木
の
弟
（
陰
）
＝
き
の
と
・
へ
び
」。
乙

は
草
木
が
し
な
や
か
に
伸
び
、
巳
は
極
み
。
口
は
蛇
の
頭
と

と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
様
、
下
は
胴
と
尾
を
示
す
象
形
文
字
で
蛇

そ
の
も
の
を
表
し
ま
す
。
冬
ご
も
り
を
し
て
い
た
蛇
が
地
上

に
出
て
、
新
し
い
活
動
を
す
る
意
。

植
物
の
芽
が
子
房
の
中
に
芽
ぐ
み
始

め
る
こ
と
を
も
示
し
、
長
寿
で
不
老

不
死
や
金
運
・
財
運
の
象
徴
。
蛇
が

何
度
も
脱
皮
す
る
よ
う
に
、
再
生
変

化
を
繰
り
返
し
な
が
ら
柔
軟
に
展
開

す
る
年
と
さ
れ
ま
す
。

六
十
年
前
の
乙
巳
一
九
六
五
年

（
昭
和
四
十
）
は
、
外
貨
獲
得
の
功
で

ビ
ー
ト
ル
ズ
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
か

ら
ロ
イ
ヤ
ル
・
ビ
ク
ト
リ
ア
勲
章
を

授
与
さ
れ
、
一
二
〇
年
前
の
一
九
〇

五
年
（
明
治
三
十
八
）
は
日
本
海
海

戦
で
ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を

撃
破
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
弱
冠

二
十
六
歳
で
特
殊
相
対
性
理
論
を
完

成
さ
せ
物
理
学
の
常
識
を
覆
し
た
年

で
し
た
。

写
真
は
当
館
所
蔵
『
老
松
白
蛇
図
鐔
』。
表
に
「
寿
岳
斎　

石
黒
政
美
謹
彫
」、
裏
に
「
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
丑
ノ
桃

春
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
石
黒
政
美
は
一
七
七
四
年

（
安
永
三
）
江
戸
生
ま
れ
の
装
剣
金
工
師
。
元
々
は
幕
臣
で
し

た
が
家
業
は
継
が
ず
、
狩
野
派
に
絵
を
学
び
、
花
鳥
風
月
を

繊
細
な
高
彫
色
絵
で
表
現
し
、
一
世
を
風
靡
し
た
名
工
の
全

盛
期
四
十
三
歳
の
作
。
高
肉
彫
の
木
柵
に
囲
ま
れ
、
結
界
を

示
す
金
の
注し

連め

縄な
わ

が
巻
か
れ
、
長
寿
の
象
徴
で
あ
る
御
神
木

の
老
松
に
、
銅
の
舌
を
持
つ
銀
象
嵌
の
白
蛇
が
絡
ま
り
、
運

気
上
昇
の
煌き

ら

め
く
朝
日
・
松
の
細
枝
・
苔
・

蛇
の
目
は
金
の
色
絵
象
嵌
と
吉
祥
尽
く
し
の

図
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
館
も
北
斎
の
肉
筆
画
の
名
品
「
葛
飾
前

北
斎
為
一
筆
」
の
款
記
の
あ
る
『
巌
頭
鵜
図
』

を
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
北
斎
肉
筆
画
の
白
眉

と
い
え
ば
、
米
国
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
の
『
琵

琶
に
弁
天
の
白
蛇
図
』。
琵
琶
を
包
む
色
彩

豊
か
な
袋
に
絡
む
赤
目
の
白
蛇
を
華
麗
に
描

い
て
お
り
、「
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
丁
未
年

四
月
廿
日
己つ

ち
の
と
み巳ノ

日
筆
ヲ
下
ス　

八
十
八
老

卍
」
の
落
款
が
あ
り
ま
す
。
六
十
日
に
一
度

や
っ
て
来
る
、
技
芸
・
財
運
を
司
る
弁
財
天

（
弁
天
様
）
の
吉
日
縁
日
に
、
そ
の
持
物
で
あ

る
琵
琶
の
袋
に
絡
む
白
蛇
を
、
米
寿
の
北
斎

が
描
き
、
学
芸
の
長
久
を
祈
っ
た
こ
と
が
判

り
ま
す
。

当
館
本
年
度
は
、
東
蔵
の
改
装
に
着
手
。

貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
講
演
会
場
と
し
て
活
用
し
、
新
し
い
試
み

と
し
て
三
年
周
期
の
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
国
際
的
な
芸
術
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
「
掌

た
な
ご
こ
ろ」

の
開
催
を
予
定
。
元
日
か
ら
龍
が

暴
れ
ま
く
っ
た
昨
年
と
比
べ
、
今
年
は
平
穏
無
事
で
学
問
文

化
が
伸
展
す
る
年
で
あ
る
よ
う
願
っ
て
筆
を
擱
き
ま
す
。

老松白蛇図鐔　表（左）裏（右）
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鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
、
岡
山
市
北
区
御
津
の
地
に
お
い
て
活
躍
し
た
刀
匠
一

派
を
宇
甘
派
と
言
い、
通
字
に「
雲
」
を
用
い
て
、
雲
生
・
雲
次
・
雲
重
と
続
い
た
こ
と
か
ら
雲

類
と
も
呼
ば
れ
た
刀
匠
た
ち
が
い
ま
し
た
。
作
風
は
山
城
国
来
派
や
備
中
国
青
江
派
に
近
似
し

て
お
り
、
出
自
を
含
め
な
ぞ
の
多
い
刀
匠
た
ち
で
す
。
透
明
感
の
あ
る
鋼
、
穏
や
か
で
明
る
い
刃

文
、
激
し
い
映
り
を
表
現
し
た
雲
類
の
作
品
は
、
ま
さ
に
鉄
の
超
絶
技
巧
品
で
す
。

あ
わ
せ
て
岡
山
藩
の
お
抱
え
金
工
師
か
ら
、
廃
刀
令
以
降
は
装
剣
金
工
の
技
を
も
と
に
、
超

絶
技
巧
の
金
工
品
を
製
作
し
て
万
博
な
どへ
出
品
、
世
界
を
う
な
ら
せ
た
岡
山
を
代
表
す
る
巨

匠
・
正
阿
弥
勝
義
の
館
蔵
作
品
の
す
べて
を
公
開
い
た
し
ま
す
。
岡
山
の
地
で
活
躍
し
た
新
旧
・

超
絶
技
巧
の
競
演
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
を
寿
ぐ
正
月
に
は
じ
ま
り
、花
見
や
紅
葉
狩
り
な
ど

四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
む
年
中
行
事
は
、人
々
の
暮
ら
し

を
彩
る「
ハ
レ
の
日
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。本
展

で
は
、岡
山
藩
主
池
田
家
に
伝
わ
る
宮
中
行
事
の
絵
巻
や
屏

風
絵
を
は
じ
め
、書
初
め
を
し
た
藩
主
自
筆
の
書
、教
養
や

嗜
み
を
伝
え
る
お
道
具
を
ご
紹
介
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、本

展
の
特
別
企
画
と
し
て
、日
本
の
伝
統
芸
道
で
あ
る「
蹴
鞠
」

の
体
験・講
座・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
岡
山
県
立
図
書
館
と
の

連
携
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
ほ
か
、図
書
館
で
は
今
回

の
企
画
展
に
係
る
関
連
図
書
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

「
美
術
館
っ
て
か
た
苦
し
い
し
、
楽
し
く
な
い
。
絵
や
、
き
れ
い
な
も
の
は
、
見
れ
ば
分
か

る
け
ど
、
刀
は
ど
れ
も
同
じ
形
だ
し
、
違
い
も
よ
く
分
か
ら
な
い
」。
そ
う
思
っ
て
い
る
、
そ

こ
の
あ
な
た
！
私
た
ち
は
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
味
方
で
す
。
こ
の
展
覧
会
で
作
品
の
見
方
を
マ

ス
タ
ー
し
ち
ゃ
お
う
！
見
方
の
コ
ツ
や
、
意
味
や
背
景
が
わ
か
れ
ば
、
作
品
は
何
倍
に
も
楽

し
め
ま
す
。
こ
の
夏
は
子
供
も
大
人
も
、
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
楽
し
も
う
。
今
回

の
展
覧
会
は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
に
い
た
し
ま
す
。
家
族
全
員
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

「
美
術
鑑
賞
の
事
始
め 

―
見
方
の
味
方
―

」

令
和
7
年
6
月
28
日（
土
）～
9
月
7
日（
日
）

企
画
展

企
画
展

「
祭さ

い

日じ

つ

日び

和よ

り 

―
暮
ら
し
を
彩
る
年
中
行
事
―

」

令
和
7
年
4
月
12
日（
土
）～
6
月
15
日（
日
）

年中行事絵巻（「日吉山王祭」部分）　江戸時代

刀
　
銘 

濃
州
赤
坂
住
兼
元
作
　
室
町
時
代

企
画
展

全
日
本
刀
匠
会
と
共
催
す
る
現
代
刀
匠
に
よ
る
新
作
の
お
守
り
刀
の
公
募
展
で
、
刀

身
・
研
磨
・
外
装
・
総
合
の
4
部
門
を
有
し
、
刀
剣
界
唯
一
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
賜

る
こ
と
が
で
き
る
全
国
規
模
の
公
募
展
覧
会
で
す
。
お
守
り
刀
文
化
の
継
承
を
行
いつ
つ
、

木
工
・
金
工
・
漆
芸
・
染
織
な
ど
伝
統
工
芸
の
総
合
美
と
し
て
の
技
術
伝
承
を
行
い
ま
す
。

同
時
開
催
と
し
て
、
館
蔵

の
刀
剣
や
拵
を
展
覧
し
、
古

よ
り
伝
わ
っ
た
刀
剣
製
作
技

術
や
文
化
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

特
別
展

「
第
十
八
回
お
守
り
刀
展
覧
会
」

令
和
7
年
11
月
29
日（
土
）～
令
和
8
年
1
月
18
日（
日
）

第
十
七
回
お
守
り
刀
展
覧
会
　
文
部
科
学
大
臣
賞

上
山
輝
平
作
　
黒
漆
塗
合
口
腰
刀
拵

岡
山
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
40
周
年
記
念
展

重
要
美
術
品
　
太
刀
　
銘 

雲
生
　
鎌
倉
時
代

蘆葉達磨像　正阿弥勝義作　明治時代

「
ウ
ル
ト
ラ
超
絶
技
巧
の
世
界

　
　 

―
雲
類
×
青
江
派
＋
正
阿
弥
勝
義
―

」

令
和
7
年
9
月
20
日（
土
）～
11
月
16
日（
日
）

全
日
本
刀
匠
会
創
立
50
周
年
記
念



「
両
の
手
で
愛
で
る
掌
の
ア
ー
ト
」を
コン
セ
プ
ト
に
、
若
手
工
芸
作

家
の
支
援
と
伝
統
工
芸
の
発
展
に
寄
与
す
る
新
作
公
募
展
で
す
。第

一
回
目
の
課
題
作
品
は
、
日
本
を
代
表
す
る
工
芸
の
ひ
とつ
で
、
そ

の
卓
越
し
た
技
術
・
意
匠
美
は
国
内
の
み
な
ら
ず
、
欧
米
・
ヨ
ー
ロッ

パ
を
中
心
に
世
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
「
漆
芸
」で
す
。
本
展
で

は
、
受
賞
、
入
選
作
品
を
選
考
し
、
表
彰
・
展
示
公
開
い
た
し
ま
す
。

※
出
品
要
項
な
ど
の
詳
細
は
当
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い。

【
協　

賛
】�

ナ
ガ
セ
ヴィ
ー
タ
株
式
会
社

　
　
　
　

 

合
同
会
社
伝
統
工
芸
木
炭
生
産
技
術
保
存
会

節
句
祝
い
の
「
ひ
な
祭
り
」
で

す
が
、
も
と
は
中
国
の
古
い
お
祓

い
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
3
月
初

め
の
巳
の
日
で
あ
る
「
上
巳
」
は

忌
日
と
さ
れ
、
平
安
時
代
に
は

災
い
を
う
つ
し
た
「
形
代
」
を
川

に
流
し
て
厄
を
払
う
「
雛
流
し
」

な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
こ
の

厄
払
い
と
人
形
や
お
道
具
で
遊
ぶ

「
雛
遊
び
」
が
合
わ
さ
り
、
子
の

成
長
や
厄
除
け
を
祈
念
し
た
ミニ

チ
ュ
ア
サ
イ
ズ
の
雛
道
具
が
制
作

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
展
で
は
岡
山
藩
主
池
田
家
に
伝
わ

る
江
戸
か
ら
明
治
の
雛
道
具
を
中
心
に
、
小
ぶ
り
で
愛
ら
し
い
お

道
具
の
数
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

H A Y A S H I B A R A  M U S E U M  O F  A R T  N E W S
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「
和
菓
子
と
お
抹
茶
の
日
」

　

明
治
21
年（
1
8
8
8
）創
業
・
1
3
0
年

の
歴
史
を
も
つ
老
舗
の
和
菓
子
屋「
松
涛
園
」

（
岡
山
県
倉
敷
市
玉
島
）に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

展
覧
会
に
ち
な
ん
だ
特
別
な
和
菓
子
を
お
抹

茶
と
と
も
に
提
供
い
た
し
ま
す
。詳
細
は
、展

覧
会
ご
と
に
作
成
す
る
ポ
ス
タ
ー・チ
ラ
シ
な

ど
の
広
報
物
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日　

時
：
①
令
和
7
年
6
月
1
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
14
時

　
　
　
　

②
令
和
7
年
8
月
頃　

③
令
和
7
年

　
　
　
　

11
月
頃　

④
令
和
8
年
3
月
頃

場　

所
：
林
原
美
術
館
内
ロ
ビ
ー

定　

員
：
各
日
20
名（
Ｗｅ
ｂ
に
て
要
予
約
）

お
茶
菓
子
代
：
6
0
0
円（
入
館
料
別
途
）

コ
ン
サ
ー
ト「
三
船
文
彰
と
仲
間
た
ち

―
室
内
楽
名
曲
の
楽
し
み
」

毎
年
大
変
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
三

船
文
彰
氏
の
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
。
今
年
は

日
本
と
台
湾
よ
り
、三
船
氏
と
親
交
の
深
い

奏
者
の
皆
様
を
お
招
き
し
、ピ
ア
ノ
五
重
奏

「
ま
す
」等
の
楽
曲
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
国
境
を
越
え
た
豪
華
な
編
成
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時
：�

令
和
7
年
4
月
5
日（
土
）　

　
　
　
　

開
場
18
時　

開
演
18
時
30
分

出　

演
：�

チ
ェ
ロ　

三
船
文
彰 

氏　
バ
イ
オ
リ
ン　

辛
明
峰 

氏（
台
湾
）　

ピ
アノ　

辛
幸

純 

氏（
台
湾
）　
ビ
オ
ラ　

菊
池
東 

氏　

　
　
　
　

�

コ
ン
ト
ラ
バ
ス　

谷
一
尚 
氏（
林
原
美

術
館
館
長
）

場　

所
：
林
原
美
術
館
内 

特
設
ス
テ
ー
ジ

定　

員
：
60
名（
Ｗｅ
ｂ
に
て
要
予
約
）

参
加
費
：
2
、6
0
0
円（
入
館
料
別
途
）

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

大
き
な
紙
に
力
強
く
文
字
を
書
く
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
岡
山
芳
泉
高
校
の
美
術
部

の
皆
さ
ん
が
描
い
た
絵
の
上
に
、書
道
部
の

皆
さ
ん
が
迫
力
あ
る「
こ
と
ば
」を
大
書
し

ま
す
。
高
校
生
の
瑞
々
し
い
感
性
で
表
現
さ

れ
た
作
品
と
、力
強
く
優
雅
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

時
：�

令
和
7
年
5
月
4
日（
日
・
祝
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

場　

所
：
林
原
美
術
館
内
ロ
ビ
ー

出　

演
：�

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
等
学
校

　
　
　
　

書
道
部
・
美
術
部

参
加
費
：
無
料 （
入
館
料
別
途
）

岡
山
県
立
図
書
館
・
林
原
美
術
館
連
携
イ
ベン
ト

「
け
ま
り
た
の
し
や
い
と
を
か
し

―
け
ま
り
を
見
る・
知
る・
体
験
す
る
！
―
」

岡
山
県
立
図
書
館
と
の
連
携
イ
ベン
ト
と
し

て
、蹴
鞠
の
普
及
と
日
本
の
伝
統・文
化・芸
術

の
発
展
を
目
的
に
京
都
・
京
丹
波
美
女
山
里

で
普
及
活
動
を
さ
れ
て
い
る「
け
ま
り
鞠
遊
会
」

代
表
の
池
田
游
達
氏
と
副
代
表
の
蒼
圭
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、蹴
鞠
の
歴
史
講
座
の
ほ
か
、

蹴
鞠
の
実
技
体
験
や
鹿
革
でつ
く
る
蹴
鞠
ス
ト

ラ
ッ
プ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

※�

イ
ベン
ト
の
内
容・開
催
日
時・会
場・申
込
先
が

異
な
り
ま
す
の
で
、詳
細
は
岡
山
県
立
図
書
館・

林
原
美
術
館
の
H
P
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

①「
は
じ
め
て
の〝
け
ま
り
〟に
挑
戦
し
よ
う
！
」

　
　

日　

時
：�

令
和
7
年
5
月
10
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時

　
　

申
込
先
：
岡
山
県
立
図
書
館

　

②
歴
史
講
座「
日
本
の
蹴
鞠
と
そ
の
歴
史
」

　
　

日　

時
：�

令
和
7
年
5
月
11
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
12
時

　
　

申
込
先
：
林
原
美
術
館

　

③�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
「
鹿
革
で
蹴
鞠
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
！
」

　
　

日　

時
：�

令
和
7
年
5
月
11
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

　
　

申
込
先
：
林
原
美
術
館

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ「
備
前
焼
」体
験

土
の
生
命
力
と
、窯
を
走
る
炎
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
る
備
前
焼
。
匠
の
技
に
よ
り
、備
前

焼
は
火
襷
や
胡
麻
な
ど
を
そ
の
身
に
纏
い
、無

限
の
変
化
を
見
せ
る
焼
物
で
す
。
備
前
焼
の
持

つ
奥
深
い
魅
力
を
日
本
、そ
し
て
世
界
に
発
信

す
る
備
前
焼
作
家
、平
川
忠
氏
と
赤
井
夕
希

子
氏
を
講
師
に
迎
え
、備
前
焼
の
製
法
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
、自
身
で
デ
ザ
イ
ン
し
た

世
界
に
一
つ
の
お
皿
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
子
様
も
大
歓
迎
。

日　

時
：�

令
和
7
年
7
月
13
日（
日
） 

　
　
　
　
　

①
10
時
30
分
～
12
時
30
分 

②
14
時
～
16
時

講　

師
：�

平
川
忠 

氏（
備
前
焼
作
家
）

　
　
　
　

赤
井
夕
希
子 

氏（
備
前
焼
作
家
）

場　

所
：
林
原
美
術
館
内
ロ
ビ
ー

定　

員
：�

各
回
10
名　

計
20
名

　
　
　
　
（
Ｗｅ
ｂ
に
て
要
予
約
）

参
加
費
：�

大
人
3
、0
0
0
円

　
　
　
　

小
学
生
以
下
2
、0
0
0
円

　
　
　
　
（
入
館
料
別
途
）

※
作
品
の
郵
送
希
望
の
方
は
別
途
。

琵
琶
演
奏

薩
摩
琵
琶
は
、薩
摩
の
戦
国
武
将
・
島
津

忠
良
公
が
藩
士
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
目
的

で
、武
家
の
子
弟
た
ち
に
自
作
の
教
訓
歌
を

歌
わ
せ
た
の
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、錦
心
流
薩
摩
琵
琶
奏
者
の
木
庭
巒
水
氏

を
お
招
き
し
、水
攻
め
で
有
名
な
備
中
高
松

城
の
戦
い
を
語
る「
高
松
城
」と
鬼
の
酒
呑
童

子
を
退
治
す
る「
大
江
山
」の
二
本
立
て
で
琵

琶
曲
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

時
：�

令
和
7
年
8
月
17
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

出　

演
：
木
庭
巒
水 

氏（
錦
心
流
）

曲　

目
：「
高
松
城
」、「
大
江
山
」

場　

所
：
林
原
美
術
館
内
ロ
ビ
ー

定　

員
：
30
名（
Ｗｅ
ｂ
に
て
要
予
約
）

参
加
費
：�

友
の
会
会
員 

無
料
、一
般
6
0
0
円

（
入
館
料
別
途
）

林
原
美
術
館
講
座

当
館
所
蔵
の
美
術
品
な
ど
を
通
じ
、歴
史

を
よ
り
広
く
、深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

し
て
開
催
す
る
美
術
館
講
座
。
今
回
は
、岡

山
県
津
山
の
出
身
で
明
治
を
代
表
す
る
金
工

家
と
し
て
活
躍
し
た
正
阿
弥
勝
義
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
し
ま
す
。

日　

時
：�

令
和
7
年
9
月
28
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

講　

師
：
谷
一  

尚（
当
館
館
長
）

演　

題
：「
正
阿
弥
勝
義
の
超
絶
技
巧
」

場　

所
：
林
原
美
術
館
内
ロ
ビ
ー

定　

員
：
30
名（
Ｗｅ
ｂ
に
て
要
予
約
）

参
加
費
：�

友
の
会
会
員 

無
料
、一
般
6
0
0
円

（
入
館
料
別
途
）

「
愛
で
た
い
、お
姫
様
た
ち
の
ひ
な
道
具
」

令
和
8
年
2
月
7
日（
土
）～
3
月
29
日（
日
）

企
画
展

特
別
企
画

第
一
回 

新
作
公
募
展「
掌

た
な
ご
こ
ろ

」

令
和
8
年
2
月
7
日（
土
）～
3
月
29
日（
日
）

公
募
展

破七宝繋丸十字牡丹紋蒔絵雛道具（傘・提重）　明治時代

イ
ベ
ン
ト
※�〔
イ
ベ
ン
ト
〕の
掲
載
内
容
は
変

更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

林
原
美
術
館
主
催
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刀
剣
講
座
の
お
知
ら
せ

岡
山
カ
ル
チ
ャー
ゾ
ー
ン
40
周
年
記
念
展「
ウ
ル
ト
ラ
超
絶
技
巧

の
世
界
」、特
別
展
全
日
本
刀
匠
会
創
立
50
周
年
記
念「
第
十
八

回
お
守
り
刀
展
覧
会
」の
期
間
中
は
、刀
剣
に
関
す
る
イ
ベン
ト
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。展
示
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。詳
細
は
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
茶
会「
速
水
流
の
茶
に
ふ
れ
て
」

毎
年
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す「
お
茶
会
」の
ご
案
内
で
す
。

今
回
は
茶
室「
竹
明
庵
」に
て
速
水
流
の
祖
で
あ
る
速
水
宗
達
の

「
茶
の
湯
の
心
」を
紹
介
し
ま
す
。孟
冬
の
候
、「
和
敬
清
寂
」を

旨
と
し
た
宗
達
の
茶
の
湯
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時
：
令
和
7
年
12
月
7
日（
日
）10
時
10
分
～
16
時
35
分

　
　
　
　
（
お
茶
席
最
終
受
付
は
15
時
35
分
）

亭　

主
：
石
田
宗
祥 

氏（
速
水
流
）

場　

所
：
林
原
美
術
館
内　

茶
室「
竹
明
庵
」

定　

員
：
50
名（
要
予
約
）

参
加
費
：
1
、6
0
0
円（
入
館
料
別
途
）

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ「
つ
ま
み
細
工
」

岡
山
県
倉
敷
市
で「
つ
ま
み
細
工
」の
教
室
を
主
宰
す
る

安
谷
由
紀
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、正
絹（
シ
ル
ク
）を
ピ
ン

セ
ッ
ト
で
つ
ま
ん
で
小
物
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
す
。
針
や

糸
を
使
わ
ず
、現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
作
り
方
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、は
じ
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！
今
回
は
、カ
ラ
フ
ル
な
色

の
花
弁
が
可
愛
い
小
物
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

日　

時
：
令
和
8
年
2
月
8
日（
日
）　

13
時
～
15
時

講　

師
：
安
谷
由
紀 

氏（「
つ
ま
み
細
工 

ゆ
き
い
ち
ご
」主
宰
）

場　

所
：
林
原
美
術
館
内
ロ
ビ
ー

定　

員
：
10
名（
W
e
b
に
て
要
予
約
）※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参
加
費
：
3
、1
0
0
円（
材
料
費
込
み
、入
館
料
別
途
）

施
設
の
利
用
・
貸
し
出
し

　

当
館
で
は
、展
示
室
・ロ
ビ
ー・
庭
園
・
茶
室
な
ど
を
使
用
し
、非
日
常
の
中

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、お
茶
会
、パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、所
定
の
用
紙
で
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
デ
ジ
タ
ル
常
設
展
」の
ご
紹
介

実
業
家
で
あ
り
な
が
ら
、
古
美
術
を
愛
好
し
た
、
故
林
原
一
郎
が
収
集

し
た
刀
剣
・
甲
冑
・
陶
磁
器
、
岡
山
藩
主
池
田
家
旧
蔵
の
能
面
・
能
装
束
・

絵
画
・
書
跡
・
蒔
絵
工
芸
品
な
ど
、
国
宝
3
件
・
重
文
26
件
を
含
む
約
9
、

0
0
0
件
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
本
館
は
、
世
界
的
建
築
家
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
に
師
事
し
た
日
本
を
代
表
す
る
前
川
國
男
氏
の
設
計
に
よ
り
、
純
日
本

的
な
長
屋
門
・
土
蔵
・
茶
室
・
庭
園
と
マッ
チ
し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の

流
れ
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ミ
シュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
で
、
当
館

全
体
と
し
て
（
★
）、
重
要
文
化
財
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」（
★
★
）
や
能

装
束
（
★
）
の
3
件
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

収
蔵
品
概
要
と
建
物
の
ご
紹
介

代
表
理
事

長
瀬
玲
二

評
議
員

朝
倉
研
二

監

事

加
瀬
野
忠
吉

理
事
館
長

谷
一　

尚

評
議
員

臼
井
洋
輔

監

事

寺
坂
幸
治

理

事

黒
住
章
子

評
議
員

髙
次
秀
明

（
五
十
音
順
）

※
令
和
7
年
3
月
現
在

理

事

松
田
正
己

評
議
員

原　

憲
一

理

事

横
山
拓
二

対象 補足内容 単　位 料金

展示室

⒜平日 1日につき（午前9時
30分～午後6時）
上記時間帯外の使用
の場合は時間案分料
金が加算されます。

37,500円

⒝土･日･祝日
　（振替休日を含む） 75,000円

⒞展示期間中の閉館時間帯
　（～午前10時、午後5時～）

1時間につき 3,500円ロビー 飲食を伴う場合は、参加者1
名当たり200円が加算されます。庭園・茶室

控　室 出演者等の控室としてのご使用 1日につき 2,000円
電気･空調 展示室･ロビーを使用の場合 1時間につき 2,000円

ピアノ
本体 1時間につき 3,500円
調律料（実費請求とします。） 1回につき 35,000円

附属設備 机、椅子等の備品類 別途必要
時間外
管理費

通常の勤務（午前9時30分～午
後6時）時間外に利用の場合 1時間につき 別途必要

そ
の
他

・時間単位設定の場合、1時間未満の時間は1時間として計算します。
・使用時間には、準備・片付けなど会場を占有する時間も含まれます。
・展示室の展示期間中のご利用は、人数当たりの入館料を頂きます。
・展示室内の空調は、美術品優先の設定となります。
・本規定は、令和7年1月1日現在です。

イ
ベ
ン
ト

理
事
・
評
議
員
・
監
事
の
ご
紹
介

※�〔
イ
ベ
ン
ト
〕の
掲
載
内
容
は
変
更
に
な
る

　 

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
財
団
法
人  

　

当
館
ロ
ビ
ー
等
に
設
置
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
、ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
K
超
高
精
細
技
術
に
よ
り
、通
常
の
展
示
で
は
判
別
し
に
く
い
細
部
ま
で
、

驚
き
の
超
拡
大
映
像
を
体
験
で
き
ま
す
。

　
「
平
家
物
語
絵
巻
」、国
宝「
太
刀 

銘 

吉
房
」の
他
、重
文「
ア
ジ
ア
航
海
図
」、

「
坤
輿
万
国
全
図
」等
、大
航
海
時
代
の
詳
細
な
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、当
館
を
代
表
す
る
美
術
品
を
掲
載
し
た
図
録『
林
原
美
術
館
名
品

選
』の
全
2
3
0
件
余
り
に
及
ぶ
画
像
も
常
時
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
※
貸

館
期
間
、イ
ベン
ト
開
催
時
は
除
き
ま
す
。）

●
会
員
の
種
類
・
年
会
費

	

【
1
年
】（
新
規
）3
、0
0
0
円
　（
継
続
）2
、7
0
0
円

	

　
　
　（
10
月
以
降
入
会
） 

1
、5
0
0
円

	

【
3
年
】7
、2
0
0
円

	

【
1
年
】（
新
規
）3
0
、0
0
0
円
　（
継
続
）2
7
、0
0
0
円

	

　
　
　（
10
月
以
降
入
会
） 

1
5
、0
0
0
円

	

【
3
年
】7
2
、0
0
0
円

●
有
効
期
限

　
◦
1
年
会
員
　
令
和
7
年
４
月
１
日
～
令
和
8
年
３
月
31
日

　
◦
3
年
会
員
　
令
和
7
年
４
月
１
日
～
令
和
10
年
３
月
31
日

●
会
員
の
特
典

①
入
館
料
無
料
ま
た
は
割
引
料
金

　【
企
画
展
】ご
本
人
と
同
伴
者
１
名
様
　
無
料

　【
特
別
展
】ご
本
人
と
同
伴
者
１
名
様
　
割
引
料
金

②
展
覧
会・イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
ご
案
内
の
送
付

　「
林
原
美
術
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」の
お
届
け

③
イ
ベ
ン
ト
へ
の
割
引
料
金（
一
部
対
象
外
）で
の
ご
案
内

④
貸
館
の
優
待

⑤
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
当
館
関
連
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
⑥
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
を
割
引
価
格
で
販
売（
一
部
対
象
外
）

　
⑦
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
お
飲
み
物
を
割
引
価
格
で
販
売（
一
部
対
象
外
）

⑧
会
員
様
を
含
む
、5
名
様
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、学
芸
員

に
よ
る
特
別
解
説
を
実
施（
要
予
約
）

　
ご
入
会
の
申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
は
、美
術
館
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

「友の会」募集のご案内
個人会員法人会員

 

臨
時
休
館
等
の
お
知
ら
せ 

　
自
然
災
害
の
発
生
や
悪
天
候
に
よ
り
、事
前
の
告
知
な

く
、開
館
時
間
の
短
縮
や
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
臨
時
休
館
等
の
条
件
は

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、緊
急
の
お
知
ら
せ
は
各
種
S
N
S
な
ど

で
も
発
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

展
示
品
を
テ
ー
マ
に
、く
ら
し
き
作
陽
大
学
音
楽
学
部
作

曲
専
修
生
と
教
員
が
作
曲
し
演
奏
発
表
し
ま
す
。
後
半
は

ジ
ャ
ズ
や
ボ
サ
ノ
バ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
。
新
涼
の
ひ
と
時
を

演
奏
と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時
：
令
和
7
年
9
月
7
日（
日
）　

　
　
　
　

開
場
18
時
30
分　

開
演
19
時

出　

演
：
く
ら
し
き
作
陽
大
学
音
楽
学
部
学
生
・
他

　
　
　
　

米
倉
孝
コ
ン
ボ

場　

所
：
林
原
美
術
館
内 

特
設
ス
テ
ー
ジ

定　

員
：
60
名（
当
日
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
に
な
り
ま
す
。）

参
加
費
：
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金（
入
館
料
別
途
）

チ
ャ
リ
ティ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

林

原美
術館NEWS 

H
AY
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